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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・3/21（月）デイケア祝日プログラムにて昼食作り実施予定。利用者と買い物するにあたり、外出願いを作成していく。また、デイナイトケアでは、おやつ作り（お好み焼き）実施予定。

・平成28年度六角堂祭について

日時：4/20（水）　13：00～13：30　　場所：六角堂前

雨天時：4/22（金）13：00～に延期⇒延期が決定次第各施設に連絡予定
※当日は集合時間厳守、私語厳禁のこと。

・本日、ボイラー修理実施している。修理に伴い、床暖が効いていない為、寒い時はエアコンを使用する。また、ボイラーを1個止めるが、お湯が出ることはないとのこと。
・デイケア保険について、賠償金額やその他変更などもあり、ミーティング時に説明をしていく。

・接遇向上委員会より、第2回身だしなみチェックの集計がWIZ掲示されている。各自確認すること。

・現在設置されている固定電話について

固定電話からは外線を掛けることは出来ない為、PHSから掛けることとなる。固定電話の不具合が生じた場合には、庶務へ連絡すること。
＜利用者様情報＞
・坂本　健治　様～現在、就労継続支援B型事業所「ワーク柿の木苑」「チョコクッキー」の体験利用を行っており、スタッフから体験状況を確認。今後の利用にあたって、どちらかにしようと検討しており、現在まだ決めていないとのこと。作業内容に大きな違いはなく、パソコン作業も問題なく出来たとのこと。長時間連続の仕事は大変であり、幻聴はあったが、問題ないと話している。施設利用については、体験利用を続けつつゆっくり考えていくこと、不安なことは相談していくよう伝えている。体験利用した時には状況を確認し、振り返りを行っていく。

・五日市　規　様～本人より、特定スタッフの名前を挙げ、聞こえにくい声で何かされたと話しており、状況を確認。詳細を確認しようとすると「本人に聞いてみて」と笑顔で話し、自分から話そうとすることはない。特定スタッフに状況を確認すると、プログラムに参加していた時の関わりのみで、問題は何もなかったとのこと。再度本人に状況を確認すると「なんだ、俺だけか」と笑顔で話し、以降同様の訴えは聞かれていない。また、表情硬く作業室の床を叩く様子があり状況を確認。「特に何もないよ」と表情良く話しており、生活状況は問題ないとのこと。体調については、花粉症かもしれないと話している。今後も様子観察し、訴えがある際には状況を確認していく。
・高柳　和子　様～昨日夕方、本人より電話連絡があり、気分の落ち込み「死にたい」と訴えている。本人の話を傾聴することで落ち着き、来所を促すと了承。本日来所しており、昨日の電話内容について心配であったことを伝え、来所できたことを評価すると「どうも」と笑顔で話している。体調を確認すると、気分の落ち込みと頭痛があると話している。生活状況については、最近体重が増加しているため、気分転換も兼ねて外出はしているとのこと。通所など外出し気分転換を図りながら過ごすこと、不安や不調がある際にはスタッフに相談することを伝えている。今後も様子観察とし、精神状態や体調を確認していく。
・倉石　ヨシエ様～昨日、プログラム不参加となっており、スタッフ声掛けにも「眠い」と話している。昨日の青風荘では、険しい表情でスタッフを呼び「おっかねぇのが、聴こえるんだよ…殺してけろってジサマの声で、ずっと聴こえる。夜も寝れねぇがら、昼間に眠くなる…」と訴えており傾聴。その後も何度か「おっかねぇ…」と訴えがあると情報提供がある。本日のデイナイトケアでは、履いている靴下の話題になると｢悪い神様がいて、靴下とって行くからなくなるんだよ｣と話しているが、その後訴えはなく、穏やかにプログラムに参加している。睡眠について確認すると「夕べはよく眠れた」と表情良く話している。今後も様子観察していく。

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供がある。洗濯をしながら他者に「いつもチラチラ見て、何だのよ」と大声で独語しているため、注意すると反発している。その後、気分高揚ぎみに写真を持参してスタッフへ見せたり、特定男性へ書いた手紙を細かく破いて捨てた事を話したり、就床まで話し掛けが多い様子がみられていたと情報提供がある。本日のデイナイトケアでは、他者への攻撃的な発言はないが、青風荘の新しいスタッフに干渉している様子が見られている。今後も様子観察していく。

・小向　武雄　様～青風荘より、嗜好品要求で順番を待っている間や、翌朝の朝食時、空笑が目立っており、声掛けすると「いや…」と返答するが再び空笑していると情報提供がある。本日のデイナイトケアでは、空笑はあるが頻回ではない。今後も様子観察していく。

・袴田　淑子　様～数日前から疎通不良みられ、運動療法開始してもロッカーで居眠りしており、プログラムが開始していることを伝えても「はーい」と活気なく返答している。運動療法終了後、ロッカーで床にうつ伏せになっているため、他者がロッカーに物を取りにくることを説明すると「あーそうですか…」と話し、移動している。服薬は忘れずにできている。今後も様子観察していく。

・津嶋　イチ子様～12：50頃、作業室から叫び声がするため、スタッフが向かうと本人が横になっており「怖い夢をみた」「疲れたかもしれない」と話している。疲労感について確認すると「昨日、歯医者に行ったし疲れた」とのこと。歯科受診の様子を確認すると、義歯作成中であることなど表情良く話している。その後のプログラムには問題なく参加することできている。今後も疲労感の確認や様子観察していく。

・中居　美津子様～体調を確認すると、耳鳴りは2～3年前からあったが、最近耳鳴りが強くなったとのことで、3/5（土）にかねだ耳鼻科を受診したと話している。3/8（火）に検査を行い、結果については「500Ｈｚほど聞こえなくなった」と話しており、メコバラミンとＮＥソフトカプセルが処方となったとのこと。その旨について担当医へ伝えており、症状が悪化した場合は、担当医へ相談し再度耳鼻科受診することを勧めると「そうします」と話している。ナイトケアでは、不調の訴えはなくテレビを見て穏やかに過ごしている。今後も様子観察していく。

＜外来情報＞
・奥山　以依子様～朝血圧が低く、時折ふらつきがあることを相談すると、担当医より処方薬の変更はせず、青風荘で血圧測定し様子をみていくよう説明されている。

カンファレンスシート（二川目　健治様）

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H28年3月10日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長・川井・馬場

　　　　　　　　参加者：慶長、工藤、藤田、馬場、川井、會津

検討内容　計画・目標の見直し

	氏名
	二川目　健治
	性別
	男
	年齢
	48
	生年月日
	S42年7月10日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	アルコール依存症、バセドウ病

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

	本人希望
	再発せずに就労を目指したい。

	入院歴
	計　4　回（市民病院3回、青南病院1回）

	通所歴
	　1回目

デイケア：H27年11月11日～現在（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅
	家族構成：母､兄と3人暮らし

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	他、自立支援医療


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①自分に合った就労環境を検討し､就労に向けた取り組みを行うことが出来る。
	①自分の特性に合った就労形態や作業内容等を考えることが出来る。
	①就労プログラムに参加し、職員と振り返りを行い、自分の特性を正しく理解する。
	①プログラム等に参加し、職員と振り返りを行い、自身の特性を理解する。職員は作業状況等により本人の特性を理解し､本人と振り返りを実践する。

	②断酒を継続する。
	②断酒の必要性を理解し、断酒できる環境作りを行える。
	②飲酒が及ぼす病状や身体等への影響を理解出来る。
	②断酒を継続する。再飲酒の際には、状況を職員と振り返りをする。飲酒に対する考えや危険性について確認し、断酒の必要性を理解する。

	③再発せず､地域生活を継続する。
	③自分の病気を正しく理解し、対処を出来るようになる。
	③確実な服薬を行えるようになる。
	③服薬の必要性を理解する。忘薬があった場合は、担当医やスタッフに相談する。スタッフは服薬状態を確認し、必要であればスタッフと対処法を考える。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①就労プログラムに参加し、職員と振り返りを行い、自分の特性を正しく理解する。
	・希望の職種について「出来れば以前もやっていた製造業をやりたい」と以前と同様の話聞かれている。

・就労意欲がある発言はあるが、具体的な行動はせずに希望等を話している様子みられている。
	就労に対する本人の気持ちや考えを確認していく。就労に向けて進めていくのであれば、作業能力を評価していく必要がある。本人と話し合った上で具体的な目標と計画を立案していく。

	②飲酒が及ぼす病状や身体等への影響を理解出来る。
	・飲酒状況に関しては数日に1度のペースで飲んでいると話しているが、2/19（金）に飲酒状況確認すると毎日飲酒していると話している。このことは担当医、家族に話しており、担当医から最低でも3日に1度は休肝日を作るよう言われている。本人は「やろうと思えばいつだって出来る、今日だって明日だって」と話し、実践する様子みられていない。
	断酒する気持ちがあるか等、飲酒に対する考えを確認していく。また、飲酒することの危険性の理解が低い為、状況を確認し、飲酒に至った際には、職員と振り返りを行う。本人と話し合った上で具体的な目標と計画を立案していく。

	③確実な服薬を行えるようになる。

	・以前本人から忘薬したことがあると話がある。担当医には既に相談し、家族の前で服薬するよう助言をもらい、実施後は忘薬ないとのこと。来所の際に確認しているが、継続できていると本人より話がある｡
	今後就労することを考えると服薬の自己管理が必要となる為、服薬状態を確認していき、必要な時には本人と共に対処法を考え実践していく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せずに就労を目指す。
	①就労に向けて意識を高める。
	①就労プログラムに参加し、自身の得手・不得手を理解できる。
	①積極的にプログラムに参加する。スタッフと振り返りを行い、自身の特性や希望に合った就労を目指す。

	
	②再飲酒せずに過ごす事ができる。
	②断酒の必要性を理解し、実践できるようになる。
	②断酒を継続する。再飲酒の際には、飲酒についての振り返りをする。飲酒に対する考えや危険性について確認し、断酒の必要性を理解できるようになる。

	
	③確実に服薬することができる。
	③忘薬することなく服薬できる。
	③確実に服薬する｡忘薬あった場合は、担当医やスタッフに相談する。スタッフは服薬状態を確認する。必要であればスタッフと対処法を考える。


※本人と話し合った上で、具体的な目標と計画を立案していくこととする。
